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政策研究大学院大学 2024 年度第 18 回研究教育評議会 議事概要 

   

日 時：2025年 2月 19日（水）13：30～14：41 

  

会 場：政策研究大学院大学会議室 3A及びオンライン 

出席者：大田学長、黒澤理事・副学長、細江副学長・博士課程委員会委員長・修士課程委員会委

員長、木島副学長・政策研究センター所長、高田副学長・グローバルリーダー育成セン

ター所、Petchkoプロフェッショナルコミュニケーションセンター所長、土谷データサ

イエンスセンター所長、小野アドミッションズオフィス室長、畠中スチューデントオ

フィス室長、飯尾政策研究院業務責任者、城所教授、Hsu教授 

欠席者：道下理事・副学長、隅藏図書館長、片井保健管理センター所長、Pressello教授 

 

I. 審議事項 

 

1. 教員選考委員会の設置について 

黒澤理事から、教員選考委員会の設置について説明があり、審議の結果これを了承した。 

 

2. 非常勤教員について 

細江副学長から、非常勤教員について説明があり、審議の結果これを了承した。 

 

3. 副ディレクターに関する規定整備について 

 黒澤理事及び植木大学運営局長から、副ディレクターに関する規定整備について説明があり、

審議の結果これを了承した。 

 

4. 就業規則の改正について 

植木大学運営局長から、就業規則の改正について説明があり、審議の結果これを了承した。 

 

5. 博士課程論文最終審査の結果について 

細江副学長から、博士課程論文最終審査の結果について説明があり、審議の結果これを了承

した。 

 

6. 2025 年度修士課程国内プログラム第 2 回入学者選抜試験結果について 

小野 AO 室長から、2025 年度修士課程国内プログラム第 2 回入学者選抜試験結果について説

明があり、加えて当該プログラム・コースのアドミッションズポリシーに沿って審査選考を実

施した旨説明があった。審議の結果これを了承した。 

 

7. 2025 年度 Young Leaders Program 合格者について 

小野 AO 室長から、2025 年度 Young Leaders Program 合格者について説明があり、加えて

当該プログラム・コースのアドミッションズポリシーに沿って審査選考を実施した旨説明があ

った。審議の結果これを了承した。 
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8. 2025 年度 5 年一貫博士プログラム及び博士課程第 1 回入学者選抜試験結果について 

小野 AO 室長から、2025 年度 5 年一貫博士プログラム及び博士課程第 1 回入学者選抜試験結

果について説明があり、加えて当該プログラム・コースのアドミッションズポリシーに沿って

審査選考を実施した旨説明があった。審議の結果これを了承した。 

 

9. 2025 年度前期 GRIPS 奨学生(標準修業年限超過者)の採用について 

細江副学長から、2025 年度前期 GRIPS 奨学生(標準修業年限超過者)の採用について説明が

あり、審議の結果これを了承した。 

 

10. カリキュラム変更点について 

細江副学長から、カリキュラム変更点について説明があり、審議の結果これを了承した。 

 

11. 政策研究大学院大学と徳島大学大学院創成科学研究科との間における特別研究学生交流に

関する協定書(案)について 

細江副学長から、政策研究大学院大学と徳島大学大学院創成科学研究科との間における特別

研究学生交流に関する協定書(案)について説明があり、審議の結果これを了承した。 

 

12. 2025 年事業計画（素案）について 

井上企画課長から、2025 年度事業計画（素案）について説明及び意見照会があった。 

 

13. その他 

特になし。 

 

II. 報告事項 

1. 名誉教授の選考について 

 大田学長から、名誉教授適格者とされた廣木謙三教授について、称号の受諾意思が確認され

た旨、報告があった。 

 

2. 2025年度One-year Master's Program of Public Policy (MP1)合格者について 

小野 AO 室長から、2025 年 1 月 15 日の研究教育評議会で承認された 2025 年度 One-year 

Master's Program of Public Policy (MP1)合格者のうち 1名について、奨学金推薦の基準に満

たなかったため私費に変更する旨、報告があった。 

3. 学籍異動について 

野口教育プログラム室長から、学籍異動について報告があった。 

 

4. その他 

特になし。 

 

以上 


